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『順中論義入大般若波羅蜜経初品法門」の

解読研究

小川一乗

大学院博士後期課程の仏教学特殊研究Ⅲ（演習）において，無着の『順中

論」の解読研究を始めて久しい。『順中論」は漢訳としてのみ現存し，しか

も，極めて難解な漢訳であることは，研究者の間で周知されている。そのた

めか，琉伽行唯識派の無着による龍樹の主著『根本中論偶」に対する注釈耆

(内容は帰敬偶に対する解釈）として，重要な文献とされているが，未だに

全文の解読研究は成し遂げられていない。

最初は素読と読み下しを試みた。次にそれを日本語に翻訳することにした

が，解読研究による現代語訳は遅々として進まず，今年で三年目に入った。

演習という授業形態は，授業担当者主導の授業というよりも，学生自身によ

る解読研究を主とした授業である。ここに，学生諸君の研究成果の一端を

｢研究ノート」として公表することにした。
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1順中論義入大般若波羅蜜經初品法門翻讓之記
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諸國の語言あれど，中天の音に正

すに，彼那伽夷離淳那と言う。此れ

龍勝と云はぱ，名の味皆足れり。上

世の徳人，龍樹と言うは，片もて一

廟に合す。未だ是れ全きに當らず。
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諸国の言葉で〔呼ばれるが〕，中部インドの発音で正しく発音すれば，

"ナーガールジユナ(Nagarjunaca150-250)''と言う。これを“龍勝”と言う

なら，名前のもつ意味は十分表現しえていることになる。〔一方,〕古来より

高徳の人たちが言い慣わしてきた“龍樹”という名称は〔龍という〕片方の
①

意味は満たすが，全体の意味を満たしているのではない。

①$Na9arjuna"の名前の由来については『龍樹菩薩伝』（鳩摩羅什訳ChT50

184a-186c)及びプトゥンの「仏教史」から知ることができる。(Obermiller,E,ed.,

班s勿ryQfBz"た〃Smにhos-'by""gノ的BzJ-sro",IPart,TheJewelryofScripture,

Heidelberg,1931.;11.Part,TheHistoryofBuddhisminlndiaandTibet,Heidel-

berg,1932.[p148])「龍樹菩薩伝」によると，ナーガールジュナの母親は“アルジ

ュナ”という樹木の下で彼を産んだことから“アルジュナ，，と名づけ，龍が彼の仏道

を完成させたという意味で“ナーガ'，というのだと説明する。一方，プトゥンは異な

った説明をする。まず，“ナーガ'，と称したことについて以下の四つの理由をあげる。

あたかも龍が海から生まれるように真理の法界から生まれたこと。あたかも龍がおの

れの住処について限界を知らないように，常住・断滅という見解の極端を住処としな

いこと。あたかも龍が黄金や宝石の富を持つように聖典という宝庫を持っていること。

龍のように洞察力のある眼を持っていること。次に，“アルジュナ”については，法

の守護者・統治者であり，この世の敵であるあらゆる罪悪の力の征服者である，とい

う意味で“力を得た者”の意味だという。「順中論翻訳之記」が“龍樹”という呼び

名を不十分とし，樹を“勝”としたのは，このプトゥンの説明に従えば，罪悪を征服

し，法の守護者・統治者の意味で“力を持ち勝れている”ことを示していることにな

る。
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龍勝菩薩通法之師。依大般若。而

造中論衆典。於義包而不悉。大乘論

師。名阿僧怯。解未解虎。別爲此部。

魏尚耆令儀同高公延國上賓窪曇流支。

在第供養。正通佛法。對舞曇林。出

斯義論。武定元年歳次癸亥八月十日

揮辞丙寅几有一萬三千七百二十七字

95（48）

龍勝菩薩，通法の師なり。「大般

若」に依りて，而して中論たる衆典
つ<

を造せり。義を包むも而も悉さず。

大乘の論師，阿僧怯と名づくは，未

だ解せざる虚を解し，別して此の部

を爲せり。魏の尚耆令・儀同，高公，
〈どんるし まね②てい

上賓として窪曇流支を國に延き，第

に在りて供養す。正しく佛法に通ぜ

り。澤曇林に對して，斯の義論を出

す。武定元年歳次癸亥八月十日，揮

僻丙寅。凡そ一萬三千七百二十七字

有り。

②宋・元・明・宮内省本に従い訂正

した｡



③

龍勝菩薩は仏法に精通する師であり，『大般若波羅蜜経」に基づいて“中

論，，という多くの典籍を著した。〔しかし，それら諸々の中論は『大般若波

羅蜜経」の〕意趣を内包してはいるが，完全に明らかにはされていない。そ

こで，大乗の論師アサンガ(Asangaca395-470)は，『大般若波羅蜜経」の

未だ解明されていないところを解明し，あらためてこの論を著したのである。
④

魏の尚書令・儀同であった高澄(A.D521-549)は，ガウタマ・プラジュ
⑤

ニヤー・ルチ(Gautama-prajfE-ruci6c)を上賓として国に招いて宮殿でもて

なした。ガウタマ・プラジュニャー・ルチは，仏法に精通していた。〔筆受
⑥

者〕釈曇林(6c)に向かってその意義を論じた。〔訳出開始は〕武帝元年，

癸亥(AD543),8月10日。訳出終了は丙寅(AD.546)｡[本論は〕約

13727文字である。

③『順中論』で扱われるのは大品系般若経と考えられている。補注参照。

④尚書令とは，中央官庁であった尚書の長官。尚書とは，もともと天子直属の秘

書官であった。漢代においてはまだ黒幕的存在であったが，後漢の光武帝以降徐々に

権力を掌握するようになったとされている。それが魏の官品制度では第三品となり政

治の表舞台に登場することになった。儀同（開府儀同三司）とは地位をあらわす名称。

"儀三司に同じ”と読み，儀礼の時同じ位の席につくことを意味する｡[宮崎1992]

さて，［諏訪1988](pp.216-217)は，『北斉耆」・「北史」の記述を手がかりに『第

一義法勝翻訳之記』に記載される“尚書令儀同高公”を高漱の子，高澄と同定している。

⑤ガウタマ・プラジュニャー・ルチ（般若流支）は文献史上翻訳者として名を残

すのみでその他詳細は不明。［八力1979]は，訳経史上，菩提流支と般若流支との間

に混乱があることに触れた上で，『順中論」訳出の年代と時代的に近い『法経録』の

記述，そして『順中論」に引用される『勝思惟梵天所間経」の一節と菩提流支訳の当

該箇所との一致とを最大の根拠に，「順中論」の翻訳者を般若流支ではなく菩提流支

と断定している。一方，［諏訪1988]は，「開元釈教録』(ChT55542c-543a)の記述

通り般若流支訳と見なす。よって，バラモン。魏においては“智希”と呼ばれたこと。

中部インドのヴアラナシ（中印度波羅捺城）から来て，孝明帝煕平元年(516)に洛
きゞよう

陽に入り，その後，郷遷都と共に移り，孝靖帝元象年（538）から武帝元年（543）

の間，罫城内の金華寺や昌定寺そして尚書令・儀同であった高澄の廷内で翻訳に従事

した人物と同定する。

⑥曇林という人物については，『続高僧伝』“慧可，’の関連項目(ChT50552b)

に“林法師”という名で若干の記録があるが生没年代等詳細は不明。中国文献史上，

筆受者として登場し，一方禅宗の開祖である菩提達磨の弟子として「菩提達磨略弁大

乗入道四行」序文の執筆者としても登場する。また吉蔵の「勝鬘経宝窟』に曇林の

『勝鬘経』の注釈が引用されることから，『続高僧伝』の「盛講勝鬘井制文義」という

記述も裏付けられ，『勝鬘経』に精通していたことがわかる。
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2順中論義入大般若波羅蜜經初品法門巻上

龍勝菩薩造無着菩薩稗

元魏婆羅門濯曇般若流支讓

歸命一切智

不滅亦不生

不一不異義

佛已説因縁

故我稽首禮

93（”）

不断亦不常

不來亦不去

断諸戯論法

説法師中勝

一切智に歸命す

減せず亦た生ぜず断ならず亦

常ならず

一〔義〕ならず異義ならず來

らず亦去らず

佛已に因縁を説きて諸の戯論

の法を断ず

故に我稽首して禮す説法師中
⑦

勝なりと

⑦帰敬偶
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一切智者に帰命いたします。

減するのでなく，生ずるのでなく，断滅でなく，常住でない，

同一でなく，別異でなく，来るのでなく，去るのでない，

そのような縁起をブッダは，すでに説き終えて，諸々の戯論の法を断ぜ

られている。

ですから，私は稽首して礼拝いたします，説法者の中で最も勝れたお方

として。

情目lbll-14]

不生亦不滅不常亦不断

不一亦不異不來亦不出

能説是因縁善滅諸戯論

我稽首禮佛諸説中第一

[清辮51cl5-18]

不滅亦不起不断亦不常

非一非種種不來亦不去

縁起戯論息説者善滅故

禮彼婆伽婆諸説中最上

[安慧136al5,136c3]

不滅亦不生不断亦不常等

我稽首職佛諸説中第一
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如是論偶。是論根本。壼攝彼論。

我今更解。彼[40a]復有義。如是

如是。如彼義説。如是如是。断諸衆

生喜樂取著如是如是。随義造論。無

有次第。

問日。汝説此論。義無次第。或有次

第。何意因縁。而説義論。如所依法。

如是造論。

答日。此如是義。世尊已於大經中説

言。

91（52）

是の如き論偶，是れ論の根本にし

て，蓋<彼の論を攝す。我今更に解

す。彼に復た義有り。是の如し是の

如し。彼の義の如く説けり。是の如

し是の如し。諸の衆生の喜樂に取著

するを断ず。是の如し是の如し。義

に随いて論を造す。次第有ること無

し。

問うて曰く。「汝此の論を説くに，

義に次第無けんや，或は次第有らん

や。何れの意を因縁として，而も義

論を説くや。所依の法の如<に，是

の如く論を造せるや｡」

答えて曰く。「此れ，是の如き義

なり。世尊，已に『大經」中に於て

説きて言う。



上述の偶頌（帰敬偶）が〔中〕論の根本であり，〔この偶頌は〕その論を

ことごとく包摂するものである。私は，今さらに解釈する。それ（｢中論｣）

の有する意趣は全く帰敬偶の通りであり，その帰敬偶の意趣に従って『中

論』が説かれるのである。また諸々の衆生の喜・楽に対する執着も，帰敬偶

に従って断ぜられるのである。だから，その〔｢中論」の帰敬喝の〕意味に

従って論（｢順中論｣）を著すのであり，必ずしも〔｢中論」の偶頌の〕順序

に従うわけではない。

問。「汝がこの論（『順中論｣）を説く上で，帰敬喝の意趣に根拠は有るの

であろうか，あるいは無いのであろうか。いったいどういう理由で論を著す

のか。依拠する〔｢大般若波羅蜜経」の〕法と同様の根拠で，その論を著す

のか｡」

答。「それは次のような意味〔をもって説くので〕あり，〔そのことは〕世尊

がすでに『大般若波羅蜜経」の中で説いておられる。
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僑戸迦。於未來世。若善男子。

若善女人。随自意解。爲他説此

般若波羅蜜。彼人唯説相似般若

波羅蜜。非説眞實般若波羅蜜。

帝稗王言。世尊。何者是實般若

波羅蜜。而言相似非實般若波羅

蜜。

佛言。僑戸迦。彼人當説色無常。

乃至説識無常。如是説苦無我不

寂靜室無相無願。如是乃至説一

切智。彼如是人。不知方便。有

所得故。如是應知。

帝輝王言。世尊。何者是實般若

波羅蜜。

佛言。‘|喬戸迦。尚無有色。何虎

當有常與無常。如是乃至無一切

智。何虎復有常與無常。如是等

故。

89（坪）

「僑戸迦，未來世に於て，若し

は善男子若しは善女人，自らの

意に随いて解し，他の爲に此の

般若波羅蜜を説くも，彼の入た

だ相似の般若波羅蜜を説くのみ《

眞實の般若波羅蜜を説くに非

ず｡」
もうさ

帝稗王言く。「世尊，何者か是

れ實の般若波羅蜜なるや，而し

て相似にして非實の般若波羅蜜

ルース．わ｜
L一ロノ､O」

のたまわ

佛言〈。「情戸迦，彼の人，當

に色の無常なるを説くべし，乃

至，識の無常なるを説くべし。

是の如く，苦・無我・不寂靜，

空・無相・無願を説くべし。是

の如く，乃至，一切智を説くべ

し。彼の是の如き人，方便を知
うしよとく

らず。有所得なるが故なり。是

の如く應に知るべし｡」
もうさ

帝稗王言〈。「世尊，何者か是

れ實の般若波羅蜜なるや｡」
のたまわ

佛言く。「橋戸迦，尚色有るこ

と無きに，何虚にか當に常と無

常有るべけんや。是の如く，乃

至，一切智無きに，何虚にか復

た常と無常有らんや。是の如き

等の故なり。」



「カウシカ(KauSika)よ。未来世において善男子・善女人は自分の意

に沿うように理解して，他の人に般若波羅蜜(prajimparamita)を説くが，

その者はただ似て非なる般若波羅蜜を説くにすぎないのであって，真実

の般若波羅蜜を説くことにはならない｡」

帝釈王が申し上げた。「世尊よ，いったい何が真実の般若波羅蜜なので

しょうか。また，何が似て非なるものであって，真実でない般若波羅蜜

と言うのでしょうか｡」

ブッダは仰せられた。「カウシカよ’その者は，当然のように色(rnpa)

から識(vij"na)[の五蘓〕に至るまでの無常について説くであろう。
⑧

同様に，〔色から識に至るまでの〕苦・無我・不浄(aSubha)を説くで
⑨

あろう。同様に，空・無相・無願から一切智に至るまで〔の無常・苦・

無我・不浄〕を説くであろう。しかしそのような者は，〔般若波羅蜜の〕

方便を知らない。なぜなら，法を捉えるからである。まさに，そのよう

に知りなさい｡」

帝釈王が申し上げた。「世尊よ，いったい何が真実の般若波羅蜜なので

しょうか｡」

ブッダは仰せられた。「カウシカよ’そもそも色は存在しないのに，い

ったいどこに〔存在しない色の〕常と無常とが存在するであろうか。同
⑨

様に，一切智に至るまで存在しないのに，また，いったいどこに〔それ

らの〕常と無常とが存在するであろうか。以上の理由からである｡」

⑧般若経の相当箇処により，不寂静から訂正。補注参照。

⑨「一切智」(sarvajfTa)について，漢訳では，「状態．境涯」の用法と意味，

｢知識内容」の意味も混在していることが［川ll51992]p23に指摘されている。般若

経の相当箇処では順に「一切相智性」(sarvakarajfiata)「一切智性」(sarvajfiata)と
なっている。補注参照。
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又言。

僑戸迦。若善男子。若善女人。

如是教他修行般若波羅蜜。而説

般若波羅蜜。作如是言。

善男子。來修行般若波羅蜜。汝

善男子。乃至無有少法可捨。汝

心勿於少法中住。何以故。如是

般若波羅蜜中。無有正法。若過

法者。是則無法。於何虚住。

何以故。

‘|喬戸迦。如一切法自禮性空。若

其彼法自鵲室者。彼法無禮。若

無鵲者。是名般若波羅蜜。若是

般若波羅蜜者。彼無少法可取可

捨。若生若滅。若断若常。若一

義。若異義。若來若去。此是眞

實般若波羅蜜。

87（56）

のたまわ

また言くo

「僑戸迦，若しは善男子，若し

は善女人，是の如く他に教え般

若波羅蜜を修行せしむ。而して

般若波羅蜜を説きて，是の如き

言を作す。「善男子，來りて般

若波羅蜜を修行せよ｡」汝善男
⑩

子，乃至少法として取すべき有

ること無し，汝が心，少法中に

住すること勿れ･何を以ての故

に。是の如き般若波羅蜜中に，

正法有ること無し。若し法を過

れば是れ則ち無法なり。何虚に

か住せん。

何を以ての故に。

僑戸迦，一切法の自禮性として

空なる如く，若しそれ彼の法の

自鵲室なれば，彼の法無禮なり。

若し無禮なれば，是れ般若波羅

蜜と名づく。若し是れ般若波羅

蜜なれば，彼れ少法として取す

べき捨すべき，若しは生，若し

は減，若しは断，若しは常，若

しは一義，若しは異義，若しは

來，若しは去なし。此れは是れ

眞實の般若波羅蜜なり｡」

⑩未・元・明，三本に従い訂正した。



また〔世尊は〕仰せられた。

「カウシカよ’善男子・善女人は，その様に他の人々に般若波羅蜜を修

行させるであろう。また般若波羅蜜を説いてこう述べるであろう。「来

たれ，善男子よ，般若波羅蜜を修行せよ」と。しかし汝善男子よ，いか

なる法をも捉えてはならない，いかなる法にも止ってはならない。それ

はどうしてか。そのような般若波羅蜜の中には，正しい法はないからで

ある。もし法を誤解するならば，当然法は有り得ないであろう。〔よっ

て〕いったいどこに止まろうか。それはどうしてか。

カウシカよ’すべての法の自体は，その本質が空である。それと同様に

もし法が空であるならば，その法の自性は存在しない。もし自性として

存在しないならば，そのことを般若波羅蜜というのである。もしこれが

般若波羅蜜ならば，捉えるべき，捨てるべき，或いは生ずる，減する，

断ずる，常である，同一である，別異である，来る，去る，いかなる法
⑪

も存在しないのである。これが真実の般若波羅蜜である。

⑪「摩訶般若波羅蜜多経」(No223)「法施品」に相当。ChT8295b7-296a25.

[真野1983]他；「大般若波羅蜜多経』第二会「経文品」に相当。ChT7169al2

-170b25.;『放光般若経』(No.221)「功徳品」に相当。ChT855bl9-56alf;チベッ

ト訳「二万五千頌般若経』北京版(NQ730)影印版voll8217a8-222a7及び北京版

(No5188)影印版vol89116a8-120b6詳細は補注を参照。
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依彼因縁故造此論。我如是知般若

波羅蜜。此方便故。我今解稗。所謂

入中[40b]論門。彼善男子。善女

人言。我知色無常。乃至識無常苦無

我等。以此因縁故。是相似般若波羅

蜜。非是眞實般若波羅蜜。

問日。若説色室無相無願。云何此

法唯是相似。非實般若波羅蜜耶。此

三解脱世尊所説。非有爲故。云何彼

室亦相似耶。

答日。以取著故。

問日。取著何法。

答日。於色取著。於室取著。若有

取著。云何得是般若波羅蜜。此取著

者。豈非是見。一切諸見。皆因如來

説室故断。又復何人即見彼室。彼人

復以何法對治。唯無二際。是則能除。

無二際故。名爲非際。

85（58）

彼の因縁に依るが故に此の論を造

す。我是の如く般若波羅蜜を知る。

此の方便の故なり。我今解程す。所

謂入中論門なり。彼の善男子善女人

言く。「我色の無常，乃至識の無

常・苦・無我等を知る｡」此の因縁

を以ての故に，是れ相似の般若波羅

蜜なり。是れ眞實の般若波羅蜜に非

ず。

間うて曰く。「若し色の空・無

相・無願を説かば，云何が此の法唯

是れ相似のみにして，實の般若波羅

蜜に非ざる。此の三解脱は世尊の所

説にして，有爲に非ざるが故に，云

何が彼の空も亦相似なるや｡」

答えて曰く。「取著を以ての故に｡」

間うて曰く。「何れの法をか取著

するや｡」

答えて曰く。「色を取著し，空を

取著するなり。若し取著有らぱ，云

何が是の般若波羅蜜を得ん。此の取

著は，豈に是れ見に非ざらんや。一

切諸見，皆如來空を説きたもうに因

るがの故に断ぜり。又復た何れの人

か即ち彼の空を見とせん。彼の人復

た何れの法を以てか對治となさん。

唯だ二際無きのみ。是れ則ち能除な

り。二際無きが故に名づけて非際と

爲す。



以上のことからこの論（『順中論｣）を著すのである。私は以上のように般

若波羅蜜を知る。〔それは〕この〔般若波羅蜜の〕方便によってである。私

が今，解釈するのが，所謂入中論門である。

その善男子・善女人は次のように述べる。「私は色が無常であることをは

じめ，識が無常であり，苦であり，無我であるなどにいたるまでを知る｡」

この理由によりそれは似て非なる般若波羅蜜であって，真実の般若波羅蜜で

はないのである｡」

問。「色が空であり，無相であり，無願であると説くこの法がどうして相

似であり，真実の般若波羅蜜ではないというのか。この三解脱とは世尊がお

説きになったことである。有為ではないのだから，どうしてその空も似て非

なるものなのか｡」

答。「執着するからである｡」

問。「どのような法に対して執着するというのか｡」

答。「色に対して執着し，空に対して執着しているのである。もし執着が

あるならば，どうしてこの般若波羅蜜を得ることができるだろうか。そのよ

うな執着がどうして見解でないことがあろうか。あらゆる見解はみな，如来

が空であるとお説きになったことによって，否定されているのである。また，

いったい誰が如来のお説きになった空を見解とするだろうか。このような人

はどのような法を〔見解に対する〕対治(pratipakSa)とするだろうか。ただ

"二つの極端が無い”ということのみが見解を除きうるものである。二つの

極端が無いので“極端ではない'，というのである。
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是の故に如來已に迦葉が爲に是<

の如く説きて言〈。「一切諸見，空

を見とするをもて出ずるを得。若し

人室を取さば空に於て見を生ず。我

救う能わず｡」

此の義を以っての故に，師，偶を

説きて言<，

切諸見。見空得出。若／

生見。我不能救。

以此義故。師説偶言。

室對一切見是如來所説

於室生見者彼則無對治

空は一切の見に對す

是れ如來の説きたもう所なり

空に於て見を生ざば
⑫

彼則ち對治無し

⑫13章8個

[Sktp.18]

§nnyatasarvadrStlnamproktanihsar-

anamjinaih

yeSamtuSnnyatadrStistanasadhyan
babhasire.

[Tibtsa8a6-7]

rgyalbarnamskyisstongpanyid//

ltakunngespar'byunbargsung//

gangdagstongpanyidltaba//dedag

bsgrubtumedpargsungs//

[青目18cl6-17]<青目では9偶＞

大聖説室法爲離諸見故

若復見有杢諸佛所不化

[清辮91c24,28,92a2]

如來説室法爲出離諸見

諸有見室者説彼不可治

[安慧158cl6-17]

這有故説室令出離諸見

若或見有空諸佛所不化

83（60）



このような理由から，如来はすでにマハーカーシャパ(Mahak面§yapa)に

次のようにお説きになった。「あらゆる見解は空なるものを見解として得る

ことから出現してくる。もし空に執着するならば，空に対する見解を生ずる

ことになる。このような者は，私には救いようがない」と。

このような理由から，師（ナーガールジュナ）は次のような偶頌を説いて

おられる。

空はあらゆる見解を対治するものである。

これは如来がお説きになったことである。

しかし空に対して何らかの見解を生ずるならば，

その者には対治がないことになる。

本論の筆受者曇林がまとめたとされる『二入四行論」でもこの偶頌が引用されてい

るが，『二入四行論』では本論とは違った訳文になっている。諸佛説空法為破諸見

故而復著於空諸佛所不化（[柳田1985]p58)
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又復餘師名羅喉羅賊陀羅言‘

一切見對治如來説室是

不愛室不著著空室亦物

不愛空不室此二非不愛

無能壊佛語佛語虚虎遍

81(62)

又復た餘師にして羅喉羅賊陀羅と

名づくる言く･

一切見の對治は

如來室是れなりと説きたまえり

「室を愛さず著さず

空に著さば室も亦物なり

空と不室とを愛さず

此の二をぱ愛さざるにも非ず」

能〈佛語を壊する無し

佛語虚虎に遍す



⑬

また，他の論師でラーフラバドラという人は次のように説いておられる。

あらゆる見解の対治を，

如来は次のようにお説きになられた。

「この空に愛着せず，執着しない。

空に執着するならば空も存在する事物となってしまう。

空にも不空にも愛着せず，

この〔空と不空との〕二つに愛着しないのでもない｡」

ブッダの言葉を破壊することはできない。

ブッダの言葉は余すところなく行き渡っている。

⑬ラーフラバドラについては，ナーガールジュナとほぼ同時代であり，『般若波

羅蜜多讃｣，『法華讃」の作者と考えられている。［宇井1965]
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又復經中佛説偶言

夫人不正見少智故取室

如捉蛇不堅如呪不善成

諸如是等。取著於色。取著色禮。或

分別室。分別不杢。彼如是色。畢寛

無物。

79（“）

又復た經中に，佛，偶を説いて言

く，

夫れ人の正見せざるは

少智の故に空を取す

蛇を捉うるに堅ならざる如く
⑭

呪の善く成ぜざるが如し

諸の是の如き等の，色を取著し，

色禮を取著し，或いは空を分別し，

不空を分別す。彼の是の如き色，畢

寛じて無物なり。

⑭24章11l5

[Sktp.35]
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[青目33a8-9]

不能正槻室鈍根則自害

如不善呪術不善捉毒蛇

[清辮125b23-24]

少智愚癌者以悪見壊室

如不善捉蛇不如法持呪

[安慧163c]

呪師法不成不善攝蛇毒

悪見壊於室其義亦如是



また，経典の中でブッダは次のような偶頌を説いておられる。

正しくものを見ることができない者は，

劣った智慧のため，空に執着する。

それは恰も蛇を上手く捉えていないようなものであり，

誤って呪術を用いるようなものである。

以上のように色に執着し，色の自体に執着する，或いは，

空を分別する。しかし，このような色は決して存在しない。

空を分別し，不
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云何當有室與不室。又如彼色。一

切諸法皆亦如是。如佛世尊如是説言。

如不異色。別更有室。亦不[40c]

異空。別更有色。如色於室。空於色

義。亦復如是。如是等故。又復經中

佛言。迦葉。若有何人。見法不室。

如是之人。法亦是室。室亦是法。

又佛説言。所言空者。室自鵲室。

所言色者。色自鵲室。若有少法而不

空者。彼則有空。一切諸法皆無自禮。

何虎當有室與不室。

77（66）
00、ノ

云何が當に空と不室有るべきや。

又，彼の色の如く，一切諸法は皆亦

是の如し。佛世尊，是の如く説きて

言うが如く，色に異らずして別に更

に空有り，亦室に異らずして別に更

に色有るが如く。空を色とし，色を

空とするが如き義亦復た是の如し。

是の如き等の故に，又復た經中に佛

言く。「迦葉，若し何れか人有りて，

法不室なるを見れば，是の如きの人，

法も亦是れ室なり。空も亦是れ法な

り。」

又，佛説きて言〈。「言う所の空

とは，空の自鵲は空なり。言う所の

色とは，色の自禮は空なり。若し，

少法有りて而も不室なれば，彼則ち

空を有せん。一切諸法，皆自禮無し。

何虎にか，當に空と不空有るべき

や｡」



どうして，空と不空とが存在することがあろうか。また，その色のように，

あらゆる法も同様である。仏世尊も，次のように説いておられる。色とは異

ならないものとして，空が別に存在し，空と異ならないものとして，別に色

が存在する。空が色であり，色が空であるというような意味も，また同様で
÷づ

め匂o

以上のように言われていることなどから，また，経の中でブッダがお説き

になっている。「マハーカーシャパよ’もし，ある人が，法が不空であると

見るのであれば，そのような人に対しては，法は空なるものであり，空なる

ものが法なのである｡」

また，ブッダは次のようにもお説きになっている。「いま言われている空

とは，空が自性として空であるという意味である。ここで言われている色も，

色が自性として空であるという意味である。もし，わずかばかりでも不空な

るものがあれば，それはつまり，空を実体的なものとして捉えることとなる。

すべての法は，自性がないのである。どこに空と不空とがあるのか｡」
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此の義に依るが故に偶有りて説き

て言〈，有
空
言
説
得
法

言
亦
何

説
室
依

偶有
空
室

・
不
不

故
有
法

義
法
有

此
若
無

依

若し，法にして不室有らば，空

も亦有りと言うを得ん

法の不空有ること無くんば，何
⑮

れの法に依りて室を説かん

我依此知。以取著故。相似義成。

問日。若師如是。以此方便。解緯

般若波羅蜜義。以何義故。先造中論。

名爲造作。而非是經。

答日。若人愚癌。非是難慧。彼人

起心。如是分別。穀呰諸經。謂經不

熟。唯論是實。餘法無論。

我，是に依りて知る。取著を以て

の故に，相似の義成ず｡」

問うて曰く。「若し，師是の如く

此の方便を以て般若波羅蜜の義を解

澤せば，何の義を以ての故に，先に

中論を造し，名づけて造作と爲して，

而も是れ經に非ざるや｡」

答えて日〈。「若し，人愚瘻にし

て，是れ酷慧に非ざれば，彼の人心

を起こして，是の如く分別して，諸

經を穀呰して，謂〈「經不熟にし

て唯論のみ是れ實なり。餘法に論な

し｡」

⑮13章7偶
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このことに基づいて〔『中論｣〕偶で次のように説かれている。

もし，不空なる法があるならば，空はまたあると言えよう。しかし，

不空なる法があるのではない。どうして法が空であると言えようか。

このことによって，執着するから，「似て非なる」という意味が成立する

と知る｡」

問。「もし師（ナーガールジュナ）が，このように，この方便によって般

若波羅蜜の意味を解釈しておられるのであれば，どうして先に「中論』をお

造りになって，経ではなく，論となされたのであろうか。

答。「ある愚かで智慧を持たない人が考えを巡らせて経を分別し，経を軽

んじて次のように言うであろう。「経は未熟なもので，ただ論のみが完全に

熟したものである。論はそれ以外のものではない｡」と。

[青目18c7-8]

若有不室法則應有室法

實無不杢法何得有杢法

[清需91b9-10]

若一法不室観此故有室

無一不法室何虚空可得

[高麗版41158c]

若有不室法自Ⅱ應有室法

無少不室法何得有其杢

(d9）74
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彼の人の爲の故に，この偶有りて

言く。

爲彼人故。此有偶言

伐煩悩怨壼救有救悪道

如來有伐救此二餘法無
煩|箇の怨を伐し蓋し有を救し，

悪道を救す

如來に伐と救と有り此の二は
⑯

餘法に無し

此偶非唯直是根本。亦以讃歎供養如

來。亦断一切戯論。分別諸取著等故

説此偶。
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⑯以下とほぼ相当するが，「如来」

が「論」("stra)となっている。
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このような人のためにこの偶があり，言うのである。

煩悩という怨敵を征服しつくし，迷いの生存を救い，悪道にある生存を

救う。

如来は〔煩悩を〕調伏し，〔迷いから〕救済する，この二つは〔ブッダ

の教えより〕他にはない。

この偶は単に，直ちに〔経の〕根本を示しているだけではない。讃歎によ

って如来を供養する為に，また，一切の戯論と分別と諸々の執着などを断つ

ために，この偶を説くのである。

rププ、ワO
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問日。云何。

答日。有無量種供養如來。以如來

有無量功徳。今且略説三種供養。一

者随法順行供養。二者資材奉施供養。

三者自身禮拝供養。此初随法順行供

養。供養中勝。以此偶法。供養如來。

供養中勝。非物供養。

問日。此説何人供養如來。

答日。若人通達不生際者。又復有

説言。須菩提於先禮我。論師如是。

以此偶法供養如來。

問日。供養世尊。第一上吉。是故

論初。應法供養。謂此偶法。如説能

断一切取著。戯論等者。今應當説。

答日。汝蕊。我今[41a]爲説。

善意思念。言戯論者。所謂取著有得

有物二。及不實取諸相等。是戯弄法。

故名戯論。彼今略説。所謂取禮。若

取非禮。取禮非鵠。或取非禮非非鵲

等。此偶於彼一切皆断。
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間うて曰く。「云何｡」

答えて日く。「無量の種有りて如

來を供養す。如來に無量の功徳有る

を以てなり。今，且〈三種の供養を

略説す。一は随法順行の供養なり。

二は資材奉施の供養なり。三は自身

禮拝の供養なり。此の初めの随法順

行の供養は，供養の中勝たり。此の

偶の法を以て，如來を供養す。供養

の中勝たるは，物の供養に非ずo」

間うて曰く。「此れ何れ人の如來

を供養すと説くや｡」

答えて曰く。「若し人，不生の際

に通達せばなり。

又復た説有りて言く。「須菩提，

先に我を禮せよ｡」論師は是の如く，

此の偶の法を以て如來を供養す｡」

間うて曰く。「世尊を供養するは，

第一の上吉なり。是の故に論の初め

に，應に法もて供養すべし。此の偶

の法に謂う，能<一切の取著，戯論

等を断ずと説くが如きを，今當に説

くべし｡」

答えて曰く。「汝蕊け。我今説爲

に説かん。善く意に思念せよ。戯論

と言うは，所謂取著にて有得，有物

の二，及び不實に諸相を取る等なり。

是れ)哉弄の法なり。故に戯論と名づ

く。彼を今，略説す。所謂鵲を取す。

若しは非禮を取す。鵲にして非鵲な

るを取す。或いは非禮にして非非鵲

なるを取す等なり。此の偶は彼に於

て一切を皆断ず｡」



問。「どうしてか｡」

答。「数限りない方法によって如来は供養される。何故なら如来には量り

しれない功徳があるからである。今はただ，要略して三種類の供養を説く。

第一は，“随法順行の供養’である。第二は，“資材奉施の供養”である。第

三は,“自身礼拝の供養'’である。この最初の“随法順行の供養”は種々の

供養の中で最も勝れたものであり，この偶の法に基づいて，如来を供養する

ことである。供養の中で最も勝れたものは，資産の供養ではない｡」

問。「ここではどの様な人が如来を供養すると説くのであるか｡」

答。「不生という究極に精通した者である。

このことはまた次のように説かれている。「スブーテイ(Subhnti)J:,ま

ず，我を礼拝せよ｡」論師（ナーガールジュナ）も同様に，この喝の法に従

って供養なされたのである｡」

問。「世尊を供養するのは第一のすぐれたよいことである。このような理

由から，論（『中論｣）の初めにブッダの法に従って供養したのである。この

偶の法，すなわち，一切の執着，戯論等を断つことができる，と説かれたも

のを，今まさに説くべきである｡」

答。「聴きなさい。私が今から説明しよう。正しく思惟しなさい。戯論と

は執着といわれるものであって，認識主体と認識対象という二つと，諸々の

相をありのままに把握しないこと等である。これは虚構の法であるから戯論

と名づけるのである。以上のことを今要略して説明する。たとえば，実体で

ある（有）と捉え，非実体である（無）と捉え，実体でありかつ非実体であ

る（有無）と捉え，実体でなくかつ非実体でもない（非有非無）と捉える等

と説かれている。この偶はこれらすべてを否定している｡」
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補注

本論所引の『大般若波羅蜜経』が所謂『大品般若』であることは，既に中国三論

宗の大成者，嘉祥大師吉蔵が『中論疏』の序文において次のように指摘している。

｢順中論は是れ天親の所作なり。順中論と言うは，広く大品等の経を引いて八不を

証釈す。八不は則ち是れ中道なり。文に依って義を釈す，故に順中論と云う。」

(chT421c6-8)また，この引文が「法施肋」に相当することは,[小沢1968]

[八力1979]等に既に指摘されている。今回の和訳に当たって，現行サンスクリッ

トテキスト「法施品」との対照を行い，現代語訳に反映させた。

以下に少々長くなるが現行サンスクリットテキストの相当箇所と試訳を提示する

(なおサンスクリットテキストは下線部がほぼ相当している)。

Kimurapp.110,21-115,12.
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シヤクラは次のように申し上げた，「世尊よ，何が似て非なる般若波羅蜜

(Prai"P5ramita-prativamika)でしょうか」と。

世尊は次のように仰せられた。「カウシカよ'この世間において諸々の善男子
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善女人は「般若波羅蜜を私は説こう」と，この似て非なる般若波羅蜜を説くである

う(upadekSyanti)。その時「色は無常である』と，この似て非なる般若波羅蜜を

彼等は説くであろう。『受・想・行。識は無常である」と彼等は〔この似て非なる

般若波羅蜜を〕説くであろう。〕

また同様に，「このように行ずる者は般若波羅蜜を行ずるのである』と彼等は

〔この似て非なる般若波羅蜜を〕説くであろう。何であれ，諸々の善男子・善女子

が〔この似て非なる般若波羅蜜を〕を説くところにおいて，「色は無常である」と

彼等は〔般若波羅蜜を〕推求するであろう(gaveSiSyanti)同様に，『受。想・

行・識は無常である」と彼等は〔般若波羅蜜を〕推求するであろう。

彼等は似て非なる般若波羅蜜を説くであろう。彼等は似て非なる般若波羅蜜を行

ずるであろう(cariSyanti)。

「眼は無常である』と彼等は〔般若波羅蜜を〕説くであろう。同様に，「耳。

鼻・舌・身。意は無常である』と彼等は〔般若波羅蜜を〕説くであろう。

『色は無常である」と彼等は〔般若波羅蜜を〕説くであろう。同様に，「声・

香・味・触・法は無常である」と彼等は〔般若波羅蜜を〕説くであろう。

「地界は無常である」と彼等は〔般若波羅蜜を〕説くであろう。「水界・火界・

風界・虚空界・識界は無常である」と彼等は〔般若波羅蜜を〕説くであろう。

『眼界は無常である』と彼等は〔般若波羅蜜を〕説くであろう。『耳界・鼻界・

舌界・身界・意界は無常である』と彼等は〔般若波羅蜜を〕説くであろう。

「色は無常である」と彼等は〔般若波羅蜜を〕説くであろう。「声界は無常であ

る」と彼等は〔般若波羅蜜を〕説くであろう。「香界。味界・触界。法界は無常で

ある」と彼等は〔般若波羅蜜を〕説くであろう。

「眼識界は無常である」と彼等は〔般若波羅蜜を〕説くであろう。「耳識界・鼻

識界・舌識界。身識界・意識界は無常である』と彼等は〔般若波羅蜜を〕説くであ

ろう。

『眼触界は無常である』と彼等は〔般若波羅蜜を〕説くであろう。『耳触界・鼻

触界・舌触界・身触界・意触界は無常である」と彼等は〔般若波羅蜜を〕説くであ

ろう。

「眼触界を縁とする受は無常である』と彼等は〔般若波羅蜜を〕説くであろう。

｢耳触・鼻触・舌触・身触・意触を縁とする受は無常である』と彼等は〔般若波羅

蜜を〕説くであろう。

「色は苦であり，無常であり，無我であり，不浄(aSubha)である』と彼等は

〔般若波羅蜜を〕説くであろう。『受。想。行。識は苦であり，無常であり，無我で

あり，不浄である」と彼等は〔般若波羅蜜を〕説くであろう。

『地界は苦であり，無我であり，不浄である』と彼等は〔般若波羅蜜を〕説くで

あろう。「水界・火界。風界。虚空界・識界は苦であり，無常であり，無我であり，

不浄である」と彼等は〔般若波羅蜜を〕説くであろう。

「色・声。香。味・触・法は苦であり，無我であり，不浄である」と彼等は〔般

若波羅蜜を〕説くであろう。
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『眼は苦であり，無常であり，無我であり，不浄である』と彼等は〔般若波羅蜜

を〕説くであろう。『耳・鼻・舌・身・意は苦であり，無我であり，不浄である』

と彼等は〔般若波羅蜜を〕説くであろう。

「色界・声界・香界・味界・触界・法界は苦であり，無我であり，不浄である』

と彼等は〔般若波羅蜜を〕説くであろう。

『眼界は苦であり，無我であり，不浄である』と彼等は〔般若波羅蜜を〕説くで

あろう。「耳界・鼻界・舌界・身界・意界は苦であり，無我であり，不浄である』

と彼等は〔般若波羅蜜を〕説くであろう。

「眼識界は苦であり，無我であり，不浄である」と彼等は〔般若波羅蜜を〕説く

であろう。「耳識界・鼻識界・舌識界・身識界・意識界は苦であり，無我であり，

不浄である』と彼等は〔般若波羅蜜を〕説くであろう。

『眼識界，眼触界を縁とする受は苦であり，無我であり，不浄である」と彼等は

〔般若波羅蜜を〕説くであろう。同様に「耳識界・鼻識界・舌識界・身識界・意識

界，耳触・鼻触・舌触・身触・意触を縁とする受は苦であり，無我であり，不浄で

ある」と彼等は〔般若波羅蜜を〕説くであろう。このように，彼等は似て非なる般

若波羅蜜を説くであろう。

同様に，似て非なる静盧波羅蜜・精進波雑蜜・忍辱波羅蜜・持戒波羅蜜・布施波

羅蜜を彼等は説くであろう。

同様に，『色・受・想・行・識は無常であり，苦であり，無我であり，不浄であ

る」と彼等は〔般若波羅蜜を〕説くであろう。

『眼・色，眼識界に至るまで無常であり，苦であり，無我であり，不浄である」

と彼等は〔般若波羅蜜を〕説くであろう。同様に『耳識界・鼻識界・舌識界・身識

界・意識界に至るまで無常であり，苦であり，無我であり，不浄である』と彼等は

〔般若波羅蜜を〕説くであろう。

同様に，「般若波羅蜜は無常であり，苦であり，無我であり，不浄である』と彼

等は〔般若波羅蜜を〕説くであろう。同様に『静盧波羅蜜・精進波羅蜜・忍辱波羅

蜜・持戒波羅蜜・布施波羅蜜は無常であり，苦であり，無我であり，不浄である』

と彼等は〔般若波羅蜜を〕説くであろう。

同様に，「〔四〕無量〔心〕・〔|Ⅱ|〕禅・〔|几l]無色定は無常であり，苦であり，無

我であり，不浄である』と般若波羅蜜を現に行じている彼等は〔般若波羅蜜を〕説

くであろう。

同様に，『〔四〕念処は無常であり，苦であり，無我であり，不浄である』と〔般

若波羅蜜を現に行じている〕彼等は〔般若波羅蜜を〕説くであろう。

同様に，「〔四〕正勤・〔四〕神足・〔五〕根・〔五〕力・〔三十七〕菩提分道は無常

であり，苦であり，無我であり，不浄である』と般若波羅蜜を現に行じている彼等

は〔般若波羅蜜を〕説くであろうし，一切相智性(sarvakarajfiata)に至るまで

｢無常であり，苦であり，無我であり，不浄である』と〔般若波羅蜜を〕説くであ

ろう。

同様に，『誰であれ，このように行ずる者は般若波羅蜜を行ずるのである」と彼
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等は言うであろう(vakSyanti)｡[しかしながら〕カウシカよ'般若波羅蜜を現に

説いているその諸々の善男子，善女人は次のように〔般若波羅蜜を〕説くであろう。

すなわち『来たれ，汝善男子よ。般若波羅蜜を修習し，般若波羅蜜を現に修習して

いる汝は，初地に住し，及び-|-地に至るまで住するであろう。同様に静慮波羅蜜・

糖進波羅蜜。忍辱波羅蜜・持戒波羅蜜・布施波羅蜜を現に修習している汝は，初地

に住し，及び十地に至るまで住するであろう」と。しかしながら，彼等は相をもつ

て(nimittayogena､),取得をもって
／111、

(upalamDnayogenaノ 一切の形相に対する想

をもって (sarvakarasamiiIaVa)般若波羅蜜を修習する であろう(bhavavisvati)。

カウシカよ’これは似て非なる般若波羅蜜である。

さらにまた，カウシカよ’その諸々の善男子・善女人は次のように〔般若波羅蜜

を〕説くであろう。すなわち『来たれ，汝善男子よ。般若波羅蜜を修習し，般若波

羅蜜を現に修習している汝は，声聞地を越えるであろう。独覚地を越えるであろ

う」と。しかしながら，カウシカよ’これは似て非なる般若波羅蜜である。

さらにまた，カウシカよ'般若波羅蜜を現に説いているその諸々の善男子・善女

人は，大乗を求める(mahayanika)その諸々の善男子。善女人の為に次のように

〔般若波羅蜜を〕説くであろう。すなわち，「来たれ，汝善男子よ。般若波羅蜜を修

習し，般若波羅蜜を現に修習している汝は，菩薩の位に入るであろう」と。しかし

ながら，カウシカよ’これは似て非なる般若波羅蜜である。

さらにまた，カウシカよ’般若波羅蜜を現に説いているその諸々の善男子・善女

人は次のように〔般若波羅蜜を〕説くであろう。すなわち「来たれ，汝善男子よ。

般若波羅蜜を修習し，般若波羅蜜を現に修習している汝は，無生法忍を得るであろ

う。すでに無生法忍を得おわって，汝は菩薩の神通に住するであろう。すでに菩薩

の神通に住しおわって，汝は諸々の仏・世尊を恭敬し，尊重し，尊敬し，供養し，

崇拝し，尊崇する為に，一仏国より一仏国に至るであろう」と。このように彼等は

〔般若波羅蜜を〕説くであろう。カウシカよ，現に〔般若波羅蜜を〕説いているそ

の諸々の善男子・善女人は，このように似て非なる般若波羅蜜を説くであろう。

さらにまた，カウシカよ’般若波羅蜜を現に説いている諸々の善男子・善女人は，

菩薩乗を求める(bodhisattvayanika)その諸々 の善男子・善女人の為に次のよう

に〔般若波羅蜜を〕説くであろう。すなわち『般若波羅蜜を受持し，憶持し，読誰

し，学習し，正しく憶念する善男子は，無量・無数・無限の功徳聚を得るであろ

う』と。しかしながら，カウシカよ’現に〔般若波羅蜜を〕説いているその諸々の

善男子・善女人は，このように似て非なる般若波羅蜜を説くであろう。

さらにまた，カウシカよ’般若波羅蜜を現に説いているその諸々の善男子・善女

人は，菩薩乗を求めるその諸々の善男子・善女人の為に次のように〔般若波羅蜜

を〕説くであろう。すなわち『来たれ，汝善男子よ。初発心より無余依浬梁界にお

いて般浬梁するに至るまでの過去・未来・現在の諸々の如来・阿羅漢・正等覚者の

すべての善根に随喜し，一向に専念して無上なる正等覚に回向せよ』と。カウシカ

よ'現に〔般若波羅蜜を〕説いているその諸々の善男子。善女人は，このように似

て非なる般若波羅蜜を説くであろう。」
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シャクラは次のように申し上げた。「〔似て非なる般若波羅蜜を〕現に説いている

その諸々の善男子・善女人は，菩薩乗を求める(bodhisattvav5na
で､－－、

samprasthltanamノ そ~の諸々の善男子． 善女人の為に 如何にして似て非なる般若

波羅蜜を説くことがない(naprajfIHramit3prativamik5m
寸可 ｡、

upadekSyantlノ
-戸1ト入
建しふノ

か」と

世尊は次のように仰せられた。「カウシカよ'この世間において諸々の善男子。

善女人は，菩薩乗を求めるその諸々の善男子・善女人の為に，般若波羅蜜を次のよ

うに説くであろう。すなわち「来たれ，汝善男子よ。般若波羅蜜を現に修習してい

る汝は，『色は無常である」と観てはならない。(Inadr3ksIs)。それはどうしてか。

色は色の自性(svabhava)として空(5nnya)である。また，何であれ色の自性な

るもの，それは存在しない(abhava)。そして，何であれ〔自性として〕存在しな

いもの，それが般若波羅蜜である。何であれ，般若波羅蜜なるもの，そこにおいて

『色は常ではない』あるいは「色は無常である」と表現されるのである

（V､

．1．" 、

aPadlSyateノo

らである。 (na

それはとﾞ)してか。何故なら，他ならぬ色がそこで得られないか
ﾛ可 、

samvldVateﾉo どうして〔色の〕 常や無常力 あろう力

(bhavisyati)』」と。従って，カウシカよ’〔般若波羅蜜を〕現に説いているその

諸々の善男子・善女人は，このように似て非なる般若波羅蜜を説くことがないであ

ろう。同様に，受・想・行・識を，無常であると観てはならない。それはどうして

か。何であれ識の自性なるもの，それは存在しない。そして，何であれ〔自性とし

て〕存在しないもの，それが般若波羅蜜である。何であれ般若波羅蜜なるもの，そ

こにおいて「識は常ではない』あるいは「識は無常である」と表現されるのである。

それはどうしてか。何故なら，他ならぬ識がそこで得られないからである。どうし

て〔識の〕常や無常があろうか』と。カウシカよ’〔般若波羅蜜を〕現に説いてい

るその諸々の善男子・善女人は，このように似て非なる般若波羅蜜を説くことがな

いであろう。〔五〕恵．〔-'一八〕界・〔十二〕処・縁起の支分(pratrtyasaInutpa-

d面dariga),一切の波羅蜜一切の空性，一切の三昧，一切の陀羅尼門，三十七菩

提分法，〔四〕諦，八解脱，九次第住等持,[lll]無量〔心]･[m]禅・〔四〕無色

定，空無相無願，六神通，如来の十力，四無〔所〕畏，〔四〕無疑解，十八不共仏

法の部分と全体について同様に為されるべきである。すなわち『来たれ，汝善男子

よ。すでに般若波羅蜜を修習しおわって，汝善男子よ，一切智性(sarvajfIata)を

無常であると観てはならない。それはどうしてか。何故なら，一切智性は一切智性

の自性として空である。また，何であれ一切智性の自性なるもの，それは存在しな

い。そして，何であれ〔自性として〕存在しないもの，それが般若波羅蜜である。

何であれ般若波羅蜜なるもの，そこにおいて『一切智性は常ではない』あるいは

｢一切智性は無常である」と表現されるのである。それはどうしてか。何故なら，

他ならぬ一切智性がそこで得られないからである。どうして〔一切智性の〕常や無

常があろうか」と。従って，カウシカよ’〔般若波羅蜜を〕現に説いているその

諸々の善男子・善女人は，このように似て非なる般若波羅蜜を説くことがないであ

ろう。
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さらにまた，カウシカよ’諸々の善男子・善女人は，大乗を求めるその諸々の善

男子・善女人の為に，次のように似て非なる般若波羅蜜を説くことがないであろう。

すなわち『来たれ，汝善男子よ。すでに般若波羅蜜を修習しおわって，汝はどのよ

うな法(dharma)も観てはならない。またどのような法にも住してはならな｛

(masthah)。それはと辱うしてか。何故なら，何であれ観られるべき，あるいは，

そこに住すべき(pratiSthatavyah)その法が般若波羅蜜の中に存在しないからであ

る。それはどうしてか。何故なら，一切法は自性として空である。また，何であれ

自性として空である法，それは存在しない。そして，何であれ〔自性として〕存在

しないもの，それが般若波羅蜜である。何であれ般若波羅蜜なるもの，それはいか

なる法についても，決して保つべき（avIh)でなく，決して捨てるべき(nirvnh)

断(ucchedaでなく，生ずる (utpada なく，減すること (nirodha) な ）
｝

でなく，常（§話vata)でなく，一義(ek5rthat5)でな<,異義(nanarthata)て

なく，来ること(5gama)なく，去ること(nirgama)がないからである』と。力

ウシカよ'〔般若波羅蜜を〕現に説いているその諸々の善男子・善女人は，このよ

うに似て非なる般若波羅蜜を説くことがないであろう。それ故，カウシカよ’実に

善男子．善女人によって，このように般若波羅蜜の義(artha)が表現されなけれ

ばならない(vyapadeStavyah)。このように〔般若波羅蜜を〕現に説いているその

諸々の善男子．善女人は，さらに多くの功徳(puIlya)を得るであろう。しかし，

先の〔似て非なる般若波羅蜜を解説する〕その諸々の善男子・善女人は〔さらに多

くの福徳を得ることは〕ないのである｡」
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